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私
た
ち
の
憲
法
を
考
え
る

本
は
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
連
合
軍

と
の
戦
争
に
消
極
的
だ
っ
た
。
だ
が
、
ス

タ
ー
リ
ン
率
い
る
、
世
界
共
産
党
（
コ
ミ
ン
テ
ル

ン
）
の
ス
パ
イ
活
動
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ホ

ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
も
日
本
の
永
田
町
も
真
っ
赤
に
な

り
、
や
ら
な
く
て
も
良
い
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
。

　

当
時
の
日
本
は
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
戦
力

が
あ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
軍
、

オ
ラ
ン
ダ
軍
に
連
戦
連
勝
。
マ
レ
ー
シ
ア
や
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
を
植
民
地
か
ら
解
放
し
た
。
し
か
し
、

情
報
収
集
不
足
、
帝
国
陸
海
軍
の
不
仲
、
戦
闘
地

域
を
広
げ
す
ぎ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
負
け
る
は
ず

の
な
い
戦
争
に
敗
北
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
や
っ
て
き
た
。

　

日
本
国
憲
法
の
手
続
き
は
、
表
面
上
は
正
式
に

お
こ
な
わ
れ
た
が
、
実
際
は
、
た
っ
た
一
週
間
で
、

憲
法
の
素
人
の
ア
メ
リ
カ
人
数
名
が
英
文
で
作
り
、

和
訳
を
さ
せ
て
押
し
付
け
た
こ
と
は
今
や
世
界
の

常
識
だ
。
目
玉
は
何
と
い
っ
て
も
憲
法
九
条
「
戦

争
は
し
ま
せ
ん
。
戦
力
を
持
ち
ま
せ
ん
。
交
戦
権

も
認
め
ま
せ
ん
」
だ
。
あ
ま
り
に
も
強
す
ぎ
た
日

本
を
怖
れ
た
ア
メ
リ
カ
が
、
日
本
の
両
手
両
足
を

縛
り
、
戦
え
な
く
さ
せ
た
の
だ
。

　

だ
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
日
本
に
駐
在
し
、
共

産
主
義
の
脅
威
に
気
づ
い
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、

日
本
も
ア
メ
リ
カ
も
世
界
共
産
党
に
踊
ら
さ
れ
て

い
た
と
知
り
、昭
和
二
十
六
年
五
月
、彼
は
ア
メ
リ

カ
上
院
の
軍
事
外
交
合
同
委
員
会
で
「
日
本
の
戦

争
は
自
衛
の
た
め
だ
っ
た
」
と
証
言
。
朝
鮮
戦
争
が

勃
発
す
る
と
、
再
軍
備
の
必
要
性
を
訴
え
た
。
し

か
し
、
当
時
の
日
本
の
政
治
家
は
、
戦
争
で
国
を

疲
弊
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
憲
法
九
条
を
逆
手
に

と
っ
て
、う
ま
く
戦
争
参
加
を
逃
れ
た
の
だ
。

界
最
強
の
米
軍
を
日
本
各
地
に
駐
留
さ
せ
、

い
わ
ば
自
国
の
主
権
を
犠
牲
に
す
る
こ
と

で
、
七
十
一
年
間
の
平
和
を
手
に
し
て
き
た
の
が

日
本
で
あ
る
。
最
強
の
軍
隊
が
反
撃
し
て
く
る
の

だ
か
ら
、
世
界
の
ど
の
国
も
攻
撃
を
し
て
く
る
は

ず
が
な
い
。
こ
れ
ま
で
続
い
て
き
た
平
和
は
、
憲

法
九
条
の
お
蔭
で
は
な
い
。

　

イ
ス
ラ
ム
過
激
派
は
、
日
本
は
テ
ロ
の
標
的
だ

と
言
っ
て
い
る
。
中
国
は
、
ベ
ト
ナ
ム
や
フ
ィ
リ

ピ
ン
か
ら
米
軍
が
撤
退
し
た
ら
、
即
、
南
沙
諸
島

の
一
部
を
実
効
支
配
し
た
。
孫
子
の
兵
法
で
は

「
相
手
と
の
戦
力
差
が
五
倍
に
な
っ
た
ら
、
侵
略

せ
よ
」
と
い
う
教
え
が
あ
る
。
中
国
は
き
ち
ん
と

そ
れ
を
実
行
し
て
い
る
。
世
界
が
こ
ん
な
状
況
で
、

大
切
な
日
本
国
民
を
守
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
先
の

大
戦
で
は
、
多
く
の
若
者
が
「
自
分
の
命
よ
り
も
大

切
な
も
の
」
の
た
め
と
、
命
を
捧
げ
、
家
族
、
ふ
る
さ

と
、
日
本
を
守
っ
て
く
れ
た
か
ら
、
今
が
あ
る
の
だ
。

　

「
悲
観
的
に
準
備
を
し
、
楽
観
的
に
対
処
せ
よ
」

と
は
、
元
警
察
官
僚
の
佐
々
淳
行
氏
の
言
葉
だ
。

今
こ
そ
、
テ
ロ
か
ら
、
中
国
か
ら
、
国
民
を
守
る

た
め
の
準
備
に
取
り
掛
か
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
、
既
に
賞
味
期
限
切
れ
の
ア
メ
リ
カ
製
の

憲
法
を
見
直
す
の
だ
。
今
の
日
本
国
憲
法
で
は
、

国
を
守
れ
な
い
こ
と
を
自
覚
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

日
本
に
は
、
聖
徳
太
子
の
『
十
七
条
の
憲
法
』
、

明
治
天
皇
の
『
五
箇
条
の
御
誓
文
』
、
そ
し
て
、

世
界
中
を
駆
け
巡
り
、
熟
慮
の
上
で
作
り
上
げ
ら

れ
た
『
大
日
本
帝
国
憲
法
』
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
三
つ
を
ベ
ー
ス
に
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
、

且
つ
理
想
の
『
日
本
国
憲
法
』
を
国
民
が
納
得
の

上
で
創
り
あ
げ
た
い
。
読
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
十

七
条
の
憲
法
、
五
箇
条
の
御
誓
文
、
大
日
本
帝
国

憲
法
を
読
み
、
日
本
古
来
か
ら
続
く
、
素
晴
ら
し

い
考
え
方
を
感
じ
取
っ
て
欲
し
い
。
そ
し
て
、
周

り
に
啓
発
し
て
欲
し
い
。

日

世

イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
、
フ
ラ
ン
ス
の
テ
ロ
、
ト
ル
コ
の
ク
ー
デ
タ
ー
、
そ
し
て
国
際
法
を
完
全
に
無
視
し
た
中
国
の
南
シ
ナ
海
の
問
題
。
世
界
中

で
深
刻
な
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
交
っ
て
い
る
。
我
が
国
で
は
、
参
議
院
議
員
選
挙
が
終
わ
り
、
衆
参
両
議
院
で
い
よ
い
よ
改
憲
の
議
論
に
突
入
す
る
勢

い
だ
。
日
本
で
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
国
民
投
票
を
す
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。
今
回
は
、
憲
法
に
関
す
る
話
を
し
て
い
き
た
い
。

巻
頭
コ
ラ
ム
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